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起こさない様に十分管理すること。また、管理結果は、監督員に報告出来るよう整理をしてお

くこと。 

(3)本工事において設置する沈下板、変位杭は、下記の測定頻度で測定管理し記録を整理すること。 

 
盛土施工中 

施工後１ヶ月ま

で 

施工後３ヶ月ま

で 
施工後３ヶ月以降 

沈下板 １回／日 １回／2～3日 １回／週 １回／月 

変位杭 1 回／日 １回／2～3日 - - 

(4)盛土材料の単位体積重量は、19ｋＮ/ｍ3 を想定して盛土量を決定している。使用にあたって

は事前に単位堆積重量を確認し、監督員に報告すること。 

(5)設計図書に示した縦・横断図は最終的に出来形と異なるものと予想されるので、現場において

は区間毎に完成した時点で確認を受けること。 

(6)盛土速度は緩速載荷を基本とするが、動態観測により安全性を確認できた場合はこの限りで

はない。 

(7)盛土の検収は、出来高及び沈下量による。 

(8)盛土に必要な土砂については、清田区浚渫土置場（清田区清田）からの搬出及び、現場発生土

を想定している。使用時期については、事前に調整が必要なため、監督員と協議すること。 

(9)9 月末までに盛土を設置完了することとし、沈下観測は３月上旬までを想定している。詳細に

ついては監督員と協議すること。 

 

(38)沿線用地について 

本工事においては、北海道旅客鉄道(株)の用地の一部を掘削することを想定し、使用料を計上して

いる。実際の使用にあたっては、北海道旅客鉄道(株)から使用許可を得ている利用者と協議の上使用

すること。なお、本工事で使用することについては、事前に利用者から承諾を得ている。 

また、SP309.80～SP754.14については、北海道旅客鉄道(株)敷地内に素掘側溝を整備することを検

討している。設置個所及び断面等については、現在協議中であるため、工事着手後に監督員と協議す

ること。なお、借地料としては1,220円/m2/月を見込んでいる。 

 

(39)列車見張員の配置について 

本工事においては、列車見張員の配置を想定し計上しているが、工事施工方法等については北海道

旅客鉄道(株)と協議し、協議結果について工事監督員に報告の上、必要数量について協議すること。 

 

(40)舗装工施工時期について 

  舗装の品質確保のため、10 月末までに舗装工表層の施工を完了を目指すこと。これによりがたい場

合は、工程について監督員と協議すること。 

 

２ 使用資材関係 

（１）路盤材等は下記の資材を使用すること。 

使用工種 名  称  ・  規  格 

本 線 部 凍 上 抑 制 層 
 ＡＲＨ再生骨材（40～0 mm） 

○ アスファルト再生骨材Ⅰ型（40～0 ㎜） 

本 線 部 下 層 路 盤 工 
○ コンクリート再生砕石（40～0 mm） 

○ クラッシャラン（40～0 mm） 

排 水 施 設 埋 戻 工 ○ 砂・発生材・クラッシャラン（40～0 mm） 

注）「○」印でチェックのある資材とする。 

 

上記の再生骨材等は、下記再生施設より搬入（購入）すること。 

名称・規格 再生処理施設名 施設所在地 

アスファルト再生骨材Ⅰ型 （2）の指定工場による 

コ ン ク リ ー ト 再 生 骨 材 

（40～0 mm） 

札幌リサイクル骨材（株） 

小橋北豊（株） 

札幌環境資材センター

（新日建設㈱） 
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